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ワッタース朝スルターン＝アブー一・ハッスーーンの廃位について

篠　田　知　暁

始　め　に

　本稿では，現在のモraッコにおおよそ対応する地域（歴史的にマグリブ・アクサーと呼ば

れる）を，その北部を中心に：支配した王朝である，ワッタース＄fi　1）（ca．1471－1554）政治

史について論じる。この王朝は，それほど研究者たちの関心の対象とはなっていないが2），

前代のマリーン朝と同じく，ベルベル人ザナータ族の連帯意識に基づいて成立し，その部族

的国家早事の限界が明らかになった時代の王朝と看倣されている。その初代ムハンマド・

シャイフがフェスに入城して新王朝を創始した時期，マグリブ・アクサーの沿岸に位置する

1）本稿では通例に従い，ベルベル人ザナーー氏族の一派マリーン族に属し，12世紀末この集団の懸

　導的地位についた，アブド・アルハック家の王朝をマリーン朝と呼び，その傍系であるワッター

　ス家のヨ三朝をワッタース朝と呼ぶ。ただし，この変化はマリーン族内部での王統の移行に過ぎな

　いため，同時代の史料では両王朝ともマリーン朝と呼ばれうることに注意する必要がある。なお

　16世紀前半，グレゴリウス暦はまだ制定されておらず，西暦にはユリウス暦が使用されている。

　そこで本稿では，ヒジ＝ラ暦の日付を西暦に変換する場合はユリウス暦を用い，そのまま褒記す

　るときは○○OH年と記す。また，マグリブ・アクサー北部の，フェスを申心にしたウンム・

　アッラビーイ川以北の地域を，便高点にフェス王国と呼ぶ。

　　B本の学界では，ワッタース朝の蒔代について殆ど紹介がなされていないので，本稿末尾に関

　連年表を付した。また，ワッタース朝期マグリブ・アクサーの地図（図1）を付した。そして，

　事件の関係者に岡名の人物が多数存在し，罪常に紛らわしいので，フェス王国北部の有力者たち

　の関係を図2にまとめた。参考になれば幸いである。

2）　この地域に関する代表的な通史，概説書から，この王朝に対する評価を挙げておこう。まず植

　民地時代の研究を総括する内容であるTerrasse　1949は，この王朝は「薪しいものも活性化させ

　るものも全くもたらさず，……国土の僅かな部分しかその直接的で実効的な権威の下におかず，

　ほぼ完全に無力であることを運命付けられていた［2：138」」とし，その権力は絶えず衰退し続

　けたと結論付ける［2：156］。Julien　1951：569によれば，「ワッタース朝はそれ自体としては大

　して璽要ではない。その君主たちは，マリーン朝の政策を金く変更せず継続しただけだったあそ

　してAbun－Nasr　1987は，ワッタース朝に独立した章や節を割いておらず，サァド朝の台頭に関

　する詑述の中に組み込んでいる　£206　一　212］。これらの記述は何れも，後述するCour　l920の記

　述を修正したり補うというより，むしろ要約しながら問題を増大させているように思われる。近

　年発表されたAbitbol　2009：王36－174では，ワッタース朝の歴史はマリーン朝と同じ章で（一部

　はサァド朝の章の中で），過渡期として述べられている。とはいえ，上記の著作に比べればだいぶ

　詳細な内容であるが，おそらく信頼のできる専門論文があまりに乏しいためであろう，多くの誤

　りを盒んでいる。日本語で読めるものとしては，佐藤2002：388　一　390を参照。
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港湾都市の多くは，ポルトガルによって次々と占領されていった。しかし王朝はこれに有効

な手を打てず，人々は新たな指導者を待望していたとされる。これまで研究者たちの多くは，

この新たな指導者，つまりワッタース朝を滅ぼしてこの地域の政治的統一一に成功した，サァ

ド家の人々による王朝（いわゆるサァド朝）の側を中心に議論してきた。そして，その台頭

をある種の宗教運動と看陣してきた。というのは，当時のマグリブ・アクサーでは，マリー

ン朝の宗教政策の結果，政治的支配権行使正当化の根拠を，正統なシャリーフ，つまりイス

ラームの預言者ムハンマドの子孫であることに求める潮流があった。また，当時この地域で

多くの支持者を獲i得していたスーフィー教國シャーズィリーヤの支教団ジャズーリーヤは，

預言者への崇敬をその特徴としていた。そして，シャリーフであるサァド家の人々とジャ

ズーリーヤのシャイフ（師匠）たちが，異教徒ポルトガル人へのジハードを遂行するため協

力したことが，サァド朝家の人々による支配権i獲得の背景にあると考えられたのである。た

だし，近年の研究では，彼らの成功に関して，ジハード以外の要因が強調される傾向にあり，

より多面的で詳細な研究が発表されている3）。

　その一一方でワッタース朝に関しては，多くの研究がCour　1920に未だ依拠している。こ

れは，著者が4頁で述べているように，1884／5年エジプトで出版された，ナースィリーの

マグリブ・アクサー通史鰯励α面s殉頭をもとに，様々な吏料で情報を確認，修正した研

究である。しかし，ワッタース朝滅亡より3世紀以上経て書かれたこの歴史書は，19世紀

スペインで書かれた研究書を史料にするなど［L6vi－Provenga11922：364－366］，もともと

王朝史の一次史料として扱うには非常に問題がある。しかもクールは，時代的な制約から重

要な書簡史料や隼代記を利用しておらず，さらに遺漏や誤解も多い。その結果，本来綿密な

考察をすべき幾つかの問題が，重大な誤りを抱えたまま放置されている。

　前置きが長くなったが，本稿で取り上げる，ワッタース朝雨3代スルターン＝アブー・

ハッスーンの廃位もその一つである。クールの簡潔な説明では，1525年王朝第2代スル

ターン＝ブルトゥガーり一が死去すると，協定によって兄弟のアブー・ハッスーンが即位し

た。そして1526年9月末ブルトゥガーリーの息子であるアフマドがアブー・ハッスーンの

地位を奪い，フェスの法学者全員から承認を受けて正式に即位したとされる　［Cour　1920：

154］o

3）上述のように，この時期のマグリブ・アクサーの政治史は，ポルトガルに対するジハードとい

　う観点からサァド家の支配権獲得を説明することを空眼とし，それはしばしば20世紀フランスに

　よる植民地支配からの解放と重ね合わせて理解されてきた。Garcia－Arenal　1990：78　一　79はこれ

　を，「最も習慣的な『既製品』の解釈」と呼んで批判している。さらにクックは，同時代の書簡史

　料と叙述史料をもとに，16世紀以降ワッタース朝がその軍事技術発展によって，ポルトガルが支

　配する都市や地域へ攻勢に転じていたのに対し，サァド朝の側は，1541奪のサンタ・クルス（現

　在のアガディール）占領まで，格別戦果を挙げていないとさえ主張している〔Cook　1994涯67］。

　ただしこの見解は，やや誇張があるように思われる。
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　このアブー。ハッスーンは，クールの説では，1540年代のワッタース朝とサァド朝の抗

争の際に登場し，アフマドを補佐して活躍するバーディスの支配者アブー・ハッスーンと同

一人物とされる。そしてこの人物は，1549年サァド朝がフェスを占領すると外国に亡命し，

1554年オスマン朝の支援を得てフェスを奪回し復位したが，同年サァド朝との会戦で戦死

したとされる［COur　1920：178；188〕。しかしこの両者を同一人物と看倣す証拠は特に示さ

れておらず，また廃位の経緯については触れていない。

　これまで，この廃位事件について殆どの研究者は関心を払っていない。僅かにリカールが，

後述するようにその首謀者だったと思われるラーシド家のイブラーヒームの評伝で，ポルト

ガル語年代記AAに見られる，上述の説と矛盾した記述を紹介している。しかし，クール

の権威によってそれを誤りとする［Ricard　1941：310，　n．2］。

　本稿は，この事件の関係者たちがどのような人物で，それがどのように展開したのか明ら

かにし，クールの説を再検討することを目的とする。そして，ワッタース旧史においておそ

らく褒退への転換点に位置づけられるこの事件を引き起こした，王朝の内部対立にも考察を
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図1　マグリブ・アクサー（16世紀前半）
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加えたい。

　本稿の議論の性質上，本題に入る前に，主要な史料の特徴や相互の関係についても説明を

加えておく必要があるだろう。ここではまず書簡史料，次いでアラビア語とポルトガル語の

叙述史料の順に紹介しよう。

　書簡史料

　鳶頭で述べたように，15世紀後半以降ポルトガルはマグリブ・アクサー沿岸部の多くの

都市を支配していた。そのためそれらの司令嘗や下僚本国の国王や役人，ポルトガルに臣

従する現地の部族や都市の有力者，ワッタース朝やサァド朝の要人らが交わしたポルトガル

語とアラビア語の書簡が，文書館に相当数存在し，非常に重要な史料となっている。これら

は，幾度か部分的に公刊されてきたが，SIHM　Portugal　1－5に，要約，注，索引付きで

まとめて収録された。ただしその多くは，ポルトガルが支配する都市やその属島の状況に関

する報告や，本国への要請に関するものであり，情報の内容には偏りがある。

　アラビア語叙述史料

　ワッタース朝期マグリブ・アクサーは，同時代人によるアラビア語の歴史記述に乏しい。

本稿が特に依拠した歴史家は，下記の2人である。この他，ワッタース画期前半に執筆され

た歴史書としては，アフマド・ワンシャリースィーの物故録やイブン・ガーズィーのメクネ

ス史が挙げられるが，前者は1508年，後者は1513年に没してしまう4）。そして，サァド朝

の基本史料である17世紀中葉のタグマッダールト匿名年代記の著者は，サァド家の最：初期

から950H年代までの期間について，時に述べていない。そのため，この史料を利用して

18世紀初頭執筆されたイフラーニーのNffも，この間の出来事については具体的な記述に

乏しく，サァド痴話以降に成立した伝記史料からの引用を幾つか挙げるに留まる。

　ムハンマド・クッラースィー（1469／70－1557）［‘AM：5－9；Hajji　i9762：472］

　1527／28年以降没するまでティ5ワーンのカーディーだった。‘AMは，950回忌da　al－

higga月（＝1544年3月）までのワッタース朝スルターンたちの歴史を，ラジャズの韻律

を用いた4i2の対句からなる韻文で記述したもの。その規模の小ささや，形式に起因する表

現の制約，そして当時のスルターンmアフマドに献量された作品であることによる内容の偏

りといった問題点は指摘できるものの，事件と同時代人による数少ない貴重な史料であるこ

とには間違いない。なお管見の限り，後代の歴史家たちはこの作品を利用していない。

4）　これらに，アラビア語の史料ではないが，グラナダに生まれワッタース朝に仕えたレオ・アフ

　リカヌスの『アフリカ誌』を加えることもできよう。しかしこの作品も，著者が1515年ごろ東方

　へ旅立った後に関しては，いくつか伝聞による情報が加えられているに留まる。
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　アフマド・イブン・アルカーディー　（1553　一　1616）［L6vi－Provengal　1922：10G－1i2；

247　一250　；　1｛ajji　1976　2　：　421　一422；　Deverdun　：　“IBN　AL－KADI”］

　フェスの高名な文人の家系に生まれたサァド朝期を代表する歴史家の一人で，多数の著作

がある。LFは編年史で，70G　H年以降の出来事と物故者について簡潔に記したもの5）。　DH

はイブン・ハッリーカーンの物故録の補遺として書かれたもので，マグリブ・アクサー以外

の地域の人物も対象としている。この作品については，999i｛年執筆を始め，数年をかけて

完成させたと考えられている。GIはフェスの都市史であり，最初に町の描写，次いでこの

町に縁のある名士を対象にした人名録という構成になっている。また冒頭で著者は，これま

でに書いた史書としてLFやD｝i｛の名前を挙げており　［GI：10］，そして1012・H年没した

サァド朝スルターン＝マンスールを存命中としていることから［GI：116］，執筆はこの間と

推測される。

　ポルトガル語叙述史料

　事件当時のポルトガル国王ジョアン3世の年代記作家であるフランシスコ・デ・アンド

ラーデは，1520年代から30年代半ばのマグリブ・アクサーについて，言及していない。代

わりに，事件と同時代人である次の著者によるアスィーラの年代記が，重要な情報を伝えて

いる。

　ベルナルド・mドリゲス（ca．1500一？）こAA　1：VI王一XI王］

　アスィーラで生まれ，1523年ごろ守備隊に加わった。彼の年代記は，1508－1535年にア

スィーラで起きた出来事を，ワッタース朝との攻防を中心に詳述している。また，1531－

1532年都市の司令官の命でフェスを訪れていることも，事件の情報提供者としての重要性

を高めている。ただし，その執筆がかなり遅く1561無ごろと推測されること，そしてア

スィーラ放棄（1549）までの情報が書かれる予定だったが，何らかの理由で未完に終ってお

り，内容がよく整理され十分推敲された記述とは言いがたい。

1　アブー・ハッスーン廃位事件の関係者たち

　この章では，廃位事件の関係者たちを，ワッタース朝王族，ラーシド家を中心にしたフェ

ス王国北部の有力者，そして事件当時マラケシュを占領して王朝から独立の姿勢を明らかに

しっっあったサァド家のシャリーフという3っの集属に区分し，それぞれの特徴を概観する。

これらはいずれも，ブルトゥガーリーの治世まで，王朝によって各地の政治的エリートとし

5）　イブン・アルカーディーはLF：324で，この史料の末羅は999錘年の記事で，1000　H年ragab

　月末脱稿したと述べている。しかし，校訂者が続いた写本5点のうち2点は1GOg　H年までの記

　事を含んでいる。校訂者はこの矛慮を解決せず，すべての情報をそのまま採録している。
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ての地位を認められ，EE＊Eの軍事行動に参加していた人々の集団であり，それぞれの利害関

心に応じて廃位事件に関与していくことになる。

　ワッタース朝王族

　まずアブー・ハッスーンは，管見の限り，1517年のワッタース朝によるドゥッカーラ地

方遠征の際，おそらく6月初めの書簡で，初めて言及されている。この時，アブー・ハッスー

ンb－h－s－nと呼ばれる人物が，ナースィルn一§一r，ムハンマド・シャリーフMuhammad

al一§arlf，アブー・バクルb－b－k－rと呼ばれる人物らとともに行動しており，ムハンマド・

シャリーフはアザンムール，サフィーに向かったと伝えられている　［SIHM，　Portuga12：

95－97］6）。これだけでは，このアブー・ハッスーンが何者かわからないが，その後7月29

日付の手紙で，フェスの王，つまりワッタース朝スルターンのカーイド7）3人がマディーナ

Almedyna（地名）にいると伝えられている。次いで8月1日付の書簡では，アブー・ハッ

スーンBoagumと呼ばれるフェスの王の兄弟は，数人のカーイドと共にサフィー近郊のマ

ディーナに来ており，フェスの王は彼をマラケシュの支配者にすることを望んでいると噂さ

れている8）。そして同月5日，10日付の書簡では，上記の情報に加え，アブー・ハッスーン

らに続いてスルターン本人が軍を率い，この地方に到来したことが伝えられている［SlgM，

Portugal　2：124；142－143；146；i48］9）。ただしこの年の遠征では，大規模な戦闘は起こ

らず，ブルトゥガーリーは9月頃「この地を平和にして立ち去った」。そして，マラケシュ

門内の支配権は，当時支配者であったヒンタ一当族のアミール＝ナースィル・ブーシャン

トゥーフ10）の没後，「フェスの家に」戻ることが決定した［SIHM，　PQrtugal　2：172］。これ

6）　この書簡では，長母音を示す文字や弁別点が殆ど書かれていないため，推定される読みをカタ

　カナで蓑記した。

7）　ワッタース朝期の称号について，綴りに異形はあるが，概ね同時代のポルトガル語やカス

　ティーリャ語の史料は，ムスリムの指揮官や都市の支ee者を　alcaideと呼んでいる。本稿ではこ

　の三葉をそのままカーイドと置き換えて訳した。ただしこれは，問題の人物がqa’idという地位

　を蕉式に保持していたということを保証するものではなく，むしろ軍隊の指揮官とか，現代ポル

　トガル語に残っている「城主」，「領主」といった意味で，暖昧に用いられていることに注意する

　必要がある。なお，クッラースィーの記述でも，‘AM　16；29；31；33；40にqa’idの用例が見られ

　る。これらはいずれも軍隊の指揮窟というほどの意味である。

8）　この書簡によれば，フェスの王の兵は，「彼のアラブたち全てとの習慣によって」，王の夕食：に

　供するためテント集落全てで徴税を行った。これはドゥッ二一ラ地方の住民をワッタース朝の支

　配下に置く意思を，儀礼的に示したものといえよう。

9）　これら4点は，いずれも，サフィーの司令窟ヌーノ・マスカレ＝ヤスが，ポルトガル国王マヌ

　ェル1世に送ったものである。

10）　マリーン朝スルターン＝アブ・一・イナーン没後の14世紀後半，マグリブ・アクサー南部は，王

　朝の権威喪失と共に次第にその直接的な支配から離れていった。マラケシュは名目上王朝の支配

　下に置かれていたものの，実質的にはアトラス山脈を本拠とする「ヒンタータ族のアミール」と

　呼ばれる一一族の支配に委ねられていた［Cenival　1937］。
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らの情報から，アブー・ハッスーンは，スルターンの遠征に参加してその先遣部隊を任され，

また将来のマラケシュの支配者と目される，有力なカーイドの1人だったと考えられる。

　ただし，当時のワッタース朝で最大の有力者だったのは，ブルトゥガーリーのもう1人の

兄弟であり，上述の書簡にも現れるナースィルである。彼は，ブルトゥガーリーの治世初期

になされたメクネスの支配園復や［AA　1；9］ll），1515年のポルトガルに対するマァムー

ラでの勝利の立て役者であり，マグリブ・アクサー南部への遠征の指揮官であっだ2）。そし

てメクネス，タードラー，サレの支配者としてフェス王国南部を統括し，ブルトゥガーリー

の後継者とされていたが，1526年4月半ばに死去してしまう。そこでブルトゥガーリーは，

ナースィルの息子のマスウードにその父の土地を与えた。そしてサレと八一ドラーのカーイ

ドらを呼び，マスウードを主人としてpor　se珪hor認めさせた［AA　1：460－463］。ベルナ

ルド・ロドリゲスは彼のことを，王国の半分の領主senhor　d’ametade　do　reinoと呼んで

いる　こAA　2：72］。ただし後継者の地位は，この時アブー・ハッスーンに移ったものと思

われる。

　最後に，ブルトゥガーリーの息子のアフマドについては，その即位以前の情報に乏しい。

ただ，1549年頃，ROSX：177では55歳GI：114では約60歳だったとされていることか

ら，事件当時既に壮年期に達していたようだ。また，後述するようにサァド家のシャリーフ

がマラケシ＝を占領したとき，AA　1：380によれば，フェスの王のアフマドffameteがマ

ラケシュへの遠征を行うとの鴎が広まったが，フェスの王もその息子のムハンマドMafam－

edeも，ムスリム同士で戦うより，むしろアスィーラを攻撃すべきだと考えたという。しか

し後述するように，当時のフェスの王はブルトゥガーリー（名前はムハンマド）である。お

そらく，父と息子を混塗したのだろう。

　ラーシド家とフxス王国北部の有力者たち

　次いで，事件に直接関係する重要な集Mとして，シャフシャーワンを本拠とするイドリー

ス家のシャリーフ，ラーシド家を中心とした，フェス王国北部の有力者たちが挙げられる。

この一族のアリー・プン・ラーシドと呼ばれる人物は，15世紀ワッタース朝成立とほぼ同

時期，ポルトガルとその支配下にある部族罠らに対する聖戦を指揮し，ワッタース朝の支援

を受けてこの地方で指導的な地位に就いた。そして1494年ごろ，彼は王朝に対して反乱を

起こし，独立の姿勢を露わにしたが，スルターンの攻撃を受けて降伏し，許された13）。

11）　ただし，この時期のワッタース朝によるフェス王国爾部支配の回復については，まとまった研

　究はなされておらず，本稿のように，別の事件について述べる際に指摘されるに留まっている。

12）　マァムーラの戦いについてはCook　1994：148　一　149；153－154を参照。ドゥッカーラ地方への

　遠征については，Begarb　1984：379・一・389；Rosenberger　l993を参照。

13）　この地域のシャリーフは，ハサン・シャーズィリーの師として知られるアブド・アッサラー

　ム・プン・マシーシュの子孫とされ，アラム山のシャリーフと呼ばれる。ラーシド家はその一一一一・派／



ワッタース朝スルターン＝アブー・ハッスーンの廃位について 9

　事件当時この～族の指導者は，アリーの息子のイブラーヒームだった。そして，アリーの

妻の兄弟で，ベヘル・デ・ラ・フロンテラ出身の改宗者とされるマルチィン・フェルナンデ

スがシャフシャーワンの西のハビープ山を統治していた。またi当時のティトワーンは，1437

年破壊された後，マンザリーと呼ばれる人物を中心にしたグラナダ王国からの亡命者によっ

て再建されていた。彼はその再建時からラーシド家と友好的な関係にあり，イブラーヒーム

の姉妹でサイイダ・フッラと呼ばれる女性と結婚した。そして既に高齢であったため，イブ

ラーヒームらがこの都市の統治に関与していた　14）。またイブラーヒーム年増は，カスル・カ

ビールのカーイドの姉妹でアルースィー家の女性であるOlim15）を妻にしていた。このよう

にラーシド家は，結婚によってこの地域の有力者たちと岡盟関係を築き，その中心的な地位

を占めていた。また改宗者や，ナスル朝滅亡によってフェス王国に逃れてきた亡命者らを吸

収し，その影響力を強めていた。ただしイブラーヒームは，1517年，1519年，152Q年，

1522年，1524年ポルトガルの支配下にある北部の港湾都市に対するワッタース朝の遠征に

参加しており，少なくとも表面的には，王朝に服従する形で自身の勢力を拡大していたよう

に思われる16）。

　サァド家

　これに対して，事件に関わるもう一つの重要な集団である，ダルア地方のシャリーフ，

サァド家の人々は，その歯並期においてはワッタース朝に対してラーシド家と類似した立場

にあったが，次第に別の道を取るようになった。

　この～族の政治的組織としての初代であるムハンマド・カーイムは，1510年より前に

スース地方の夕一ルーダーントTaludamteに移り，息子の一一人をスースの王rey　de　Sus

と呼ばせてフェスの王の大法官yustyga　maorにし，その16歳の弟にはスースの王国

reyno　de（；uzを与えたことが知られている　［SIHM，　Portugal　l：256］。これは，前者が

サァド朝初代となるアフマド・アァラジュ，後者が後に兄の地位を奪う弟のムハンマドと推

定されるが，SusとGuzの違いははっきりしない。この情報はタールーダーントの匿名氏

＼である。彼らの歴史は。1一・Afiy。1982に詳しいが，しばしば典拠力期瞭でないほか，やや観念的

　　な解釈が目立っ。

14）　ワッタース朝期のティトワーンについては，Ibn　Azzuz　Hakim　l957；Latham　1965；Gozalbes

　　Bustos　1988を参照Q

15）　このイブラーヒームの褻は，DN：30ではやット・ピント・ムハンマド・アル・一スィーとされ

　　ており，ベルナルド・ロドリゲスが誤解していた可能性がある。なお当蒔カスル。カビールの

　　カーイドの名前は，この事件の記述では述べられていないが，AA　2：164よりアフマド・アルー

　　スィー，そしてAA　2：19；53；DN：38；74から，アブド・アルワーヒド・プン・ムハンマドと

　　いう兄弟がいたことがわかる。

16）　ブルトゥガーリーの治世，イブラーヒームはこの他1511年，1518無，1523年ポルトガルに対

　　する攻撃を行っている［Ricard　1941：3e6　一　308］。
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からの手紙をもとにした，ポルトガル国王宛ての報告書に見られるものであり，リスボンに

いたその作成者がよく内容を理解していなかった可能性もあるi7）。

　翌1511年，ムハンマド・カーイムは，サンタ・クルスに対して初めての攻撃を仕掛ける

が，大敗を喫した。そしてダルア地方に戻ってしばらくした後，再びスース地方に招かれ

る18）。またこの頃，彼らはワッタース朝に対し，彼らをジハードの指揮官として承認し援助

を与えるよう繰り返し要請し，武器のほか軍旗や太鼓を与えられていたことが知られている

［DGA　1：243　vr　244　r．；ROSX：41－43；TDST：13］Qそして1515年頃，カーイムとアァ

ラジュは，スース地方をムハンマドに任せてハーハ地方に活動の中心を移動し，ジャズー

り一やの開祖ジャズーり一の墓所があるアフーガールを拠点に，この地方の部族民らを組織

した。その後ドゥッカーラ地方でのワッタース朝とポルトガルの抗争を利用する形で勢力を

拡大し，さらに1521　一　1522年マグリブ・アクサーの多くの地域が飢謹と疫病に見舞iわれる

と，食料の供出によって人心を掴み，支持者を獲i得していったこDziubiAski　1969：46－51；

Rosenberger　＆　Triki　1973　：　119　一　146］o

H　アブー・ハッスーン廃位の経緯

　アブー・ハッスーンの即位は，サァド家のシャリーフらがマラケシュを占領し，ワッター

ス朝との関係が緊迫した直後にあたる19）。彼らの行動に対して1525年9月ブルトゥガー

リーはマラケシュ遠征を準備するが，結局アァラジュは，ワッタース朝に対する毎年の税の

17）なおyustyga　maorに関しては，王530年当時イブラーヒームが王のjustiga　maiorであるとい

　う用例があり，こちらはワズィールのことだと思われる［AA　2：145；‘AM：30］。しかし1510

　奪ごろアァラジュが王朝内で1530年のイブラーヒームと同格の待遇を受けていたとは考えられず，

　やはりその実態は不明である。

18）　この時期のムハンマド・カーイムらの行動については，蕉確な出鉱の確定は困難だが，

　Dziub1hski　1969：37－38；42；Garcia－Arena11990：91－92；Cook　1994：171の何れも，1511年

　の敗戦後彼らが一旦ダルア地方に戻ったこと，そして1514年までには再びスース地方に現れたこ

　とでは合意している。

19）　これ以前にも，ポルトガル国王ジョアン3世は，1523年6－7月のものと推定される書簡で，

　「シャリーフとフェスの王の戦争guerra　d’amtre　elle〔＝Xarife）eel　rrey　de　Fez」に関する詳

　細の報告を求めている　£SIHM，　Portuga12：309］。しかしその詳細は不明である。またサァド

　家のシャリーフによるマラケシュ占領について，　‘AM：22－23では1515／16年目ッタース朝の

　ハーハ地方遠征の際任命されたように述べ，LF：288は，1520年彼らがマラケシ＝に入ったとだ

　け記すなど，アラビア語の史料は情報が一致しない。ただ，上述したマラケシュの支配考ナー

　スィル・ブーシャントゥーフが，ダルア地方の支配を巡って彼らと争った後，1524　一　1525年の間

　にアァラジュを招いたこと，同時期に弟のムハンマドがスース地方から多くの兵を動員してマラ

　ケシュ近郊に来たこと［SIHM，　Portugal　2：335－336］，そしてその後ナースィル・ブーシャン

　トゥーフがアァラジュらに殺害されたことは確からしい［DGA　1：245　v．；ROSX　：　90］。本稿で

　は，マラケシュ占領以降のサァド家の人々をサァド朝と呼ぶ。
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支払いと引き換えに，マラケシュの支配を承認された［SIHM，　Portugal　2：345；DGA　1：

246　r．；

ROSX：98］。この措置について，上述のようにAA　l：380では，ワッタース朝のスルター

ンと息子がムスリム同士での戦いを避けようとしたためとされている。しかしこの史料の國

じ頁では，今時のフェス下弓が疫病と飢謹で疲弊していたことが述べられており，大規模な

遠征は困難だった可能性も考慮すべきだろう。そして1526年，ナースィルとブルトゥガー

リーが相次いで死去したため，両者の兄弟であるアブー・ハッスーンが即位した。

　以下，彼の即位から廃位に至るまでの経緯を史料ごとに検討していきたい。まずクッラー

スィーは次のように述べて廃位の原因を彼の個人的な欠陥に帰着させ，その正淺性を主張し

ている。

　　僅か数ヶ月〔スルターンの地位に〕留まったが，僅かな権威しか持たなかった

　　彼はその財産を惜しんだ。その一族で他の者には決して無かったことだ

　　財産は，彼をあらゆる制約から解放している，もしくは彼を保護するもののためにある

　　と考えた20＞

　　ところがその後，言行正しき人々ula　al－sadadの証言と合意によって廃位された

　　廃位された支配者全ての約束事に倣って獄死した

　　貧窮の内に死んだ，財産を手放して。これが至高なる我らの主の裁き〔‘AM：27］

　このように著者は，アブー・ハッスーンの獄死を明言している。ところが，‘AM：41－42

では，アフマドの治世にバーディスの支配者アブー・ハッスーンが反乱を起こし，その後和

解したと述べている。よって著者は，両者が別人だと考えていたはずである。ただし，この

史料は上述のようにアフマドに献呈されたものであり，この記述が公平なものだとは考え難

い。

　また，16世紀後半のジャンナービーによれば21），アブー・ハッスーンは飲酒と遊異に

耽っていたため，即位から7ヵ月後人々はアフマドに訴えかけた。そこでアフマドが歩兵を

率いて町に侵入すると，アブー・ハッスーンは抵抗を諦めて退位し，旧フェス22＞のターリア

街区の屋敷に引退した。しかし2ヵ月後，アフマドはアブー・ハッスーンの身柄を拘束，監

20）　wa　4anna　’anna　1－mala　qad　yun慈i－hl　min　kulli　diqin　aw　li－ma　yu1営1－hl．前句来尾のyun墓i－

　hiと後句末尾のyu19i’u－haで脚韻を踏むため，後者のハムザとヤーが交替している。なお，こ

　の箇所は，軍備への支出について述べていると考えられる。

21）～時アレッポのカーディーを務め，1590年没した［Rosenthal：“Djannabi”〕。彼の年代記は，

　本稿ではファニャンの仏語訳の解題に従ってα1－Bakrα儒＠擁γωα一α‘一切9α糀al－tayydrという

　題名を採用したが，　この著者の沼代記として一般に知られているものはal「Aylamα1－4dihir　fi

　ahwal　al一αωd　’il　wa－al一α磁顔γである。この両者の関係については調査が及ばなかった。

22）　フェスの晦は，8世紀末建設された［日フェスと，13世紀行政都市として建設された新フェスと

　いう，別1々の城壁を持つ2っの隔たった町によって構成される［Le　TQumeau：“Fas”］。
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禁し，溺死させた。なお，この話の情報提供者は，その引退した屋敷に佐んでいた人物であ

るという〔BZ；335］。

　この2人の著者に比べて，イブン・アルカーディーの記述は非常に簡潔である。しかも，

LF：29王では，ブルトゥガーリーの死を932　H年rabi‘1月23日G526年1月7日），ア

ブー・ハッスーンの廃位を¢aa1－bigga　S　22日　（1526年9月29日）とするが，　DH：209

では廃位を931H年da　al瀕i鰭a月　（1525年10月17日迄）の末，そして（｝1：212では，

ブルトゥガーリーが931蕪年没した後，その後継者指名によりアブー・ハッスーンが即位

したと述べており，史料間で情報がやや異なる23）。

　そして，イフラーニーのサァド朝史では，ワッタース朝のスルターンであるアブー・ハッ

スーンの治世に関する独立した記事は無く，彼が932｝H年即位した後，同年qu　al－higga　n

末廃位され，そして後年フェスをサァド朝から奪回して復位したとされている　［NH：73－

74］。この記述はイフラーニー以前の史料では見られず，おそらくこれがクールの説の根拠

であろう24）。つまり2人のアブー・ハッスーンの混同は，イフラーニーの誤解によるもので，

それが直接か間接かは不明ながら，クールの砺究に取り入れられたと考えられる。また，／

フラーニーは，イブン・アルカーディーの何らかの史料を参照し，法学者アブド・アルワー

ヒド・ワンシャリースィーが，アフマドへのバイア（服従の誓い）を起草したこと，そして

この書類に他のフェスの法学者たちが署名したことを伝えている［NH：74－75］。この法学

者が，スルターンに対して多大な影響力を持っていたことは，既にCour　1920：195－197で

指摘されている。これはおそらく，彼がアフマドの即位を支持したことと関係しているのだ

ろう。

　次いでベルナルド・zaドリゲスの記述を検討したい。彼はアブー・ハッスーンの即位につ

いて，以下のように述べる。

　　この頃〔1526年の聖体祭5月29日〕，好戦的で戦闘的なフェスの王，ムーレイ25）xム

　　ハンマドMafamede〔・ブルトゥガーリー｝が死去した。彼には息子のムーレイ＝ア

　　フマドHameteがおり，十分成人していて王に適していたが，兄弟たちがその父の所

　　記していたものを相続するため26＞，王国を兄弟のムーレイ＝アブー・ハッスーンBoh一

23）　これらの相違は，著者自身の誤りの可能性もあるが，校訂の問題である可能性もある。

24）ナースィリーは，事件当時のマグリブ・アクサーに関する情報を補いながら，イフラーニーの

　記述を引用している　£aFNa§irl　4：369；379〕。ただし上述のとおり，クールは両者を同一人物

　と看吊す根拠を挙げていないので，どちらかを参照したのか，もしくは全く劉の史料を用いたの

　か，不明である。

25）　ムーレイとは，「我が主」を意味するmawla－yaが転擁したもの。ポルトガル語やカスティー

　リャ語ではmulei。現在のモロッコでは，シャリーフに対して用いられる尊称となっている。本

　稿では引用文中を除き省略した。

26）　por　erdarem　os　irmaos　o　que　foi　de　seu　pai．抽象的な表現で分かりにくいが，この場合に即

　して言えば，ブルトゥガーリーが死ぬと，兄弟（アブー・ハッスーン）が，父（ムハンマド・ノ
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　　agumに譲った。しかしながら息子のムーレイ竺アフマドを宰相huzir〔〈wazir〕，後

　　継者に指名し，兄弟の死後，王圏が彼のものになるようにした。そしてこのことが，多

　　くの不和と争いの原因であり，ムーレイmアブー・ハッスーン王の死の原因であった

　　［AA　2：28］o

　このように，彼の即位には，その没後ブルトゥガーり一の愚子アフマドがスルターンの地

位を継承するという条件が伴っていた。とはいえ，当時既に30代半ばに達していたはずの

アフマドが，アブー・ハッスーンより長生きする保証も，後者の子孫がアフマドにスルター

ンの地位を必ず譲る保証も無かったわけで，その立場はやはり不安定だったといえよう。そ

して王朝関係者の中には，この取り決めに不満を抱くものがいた。その代表が，著者の説明

ではアフマドと親しい関係にあった，ラーシド家のイブラーヒームであった。彼はアフマド

の即時の即位を要求し，アブー・ハッスーンを王と認めず，義兄弟であるカスル・カビール

のカーイドと連携した。そして疑念を避けるため，アスィーラへの攻撃という名目で含流し

た［AA　2：28　一　29］。著者はこれらの説明の後，イブラーヒームらの行動を仔細に述べて

いるが，ここでは特に廃位の経緯に絞って見ていきたい◎

　イブラーヒームは，アスィーラ攻撃で得た捕虜を解放し，ポルトガル王を介してサァド朝

への使者として派遣し2？〉，アブー・ハッスーンと戦争になった際の同盟を申し出た［AA　2：

39；68］。さらに，戦利品の5分の1をアブー・ハッスーンではなくアフマドに送った［AA

2：40］。　アブー・ハッスーンはイブラーヒームを服従させようとし，　アスィーラとタン

ジャへの遠征を計画，そして彼の参加を要請した。ただしアブー・ハッスーンは，この遠征

で彼との和解に失敗した場合，彼を逮捕する心算だったとされているから，相当の不信感を

募らせていたと見られる。しかしイブラーヒームは，この要請に対してさらにアブー・ハッ

スーンへの挑発を繰り返した。更にアフマドは，軍議で彼への対処を協議した後，彼と合流

してしまった。ところがその後，彼らがタンジャで勝利を収め，フェスに凱旋すると伝えら

れたので，アブー・ハッスーンは喜んでフェスに戻り，歓待の準備をした。しかしこの時，

既にアフマドの即位についてイブラーヒームらは合意していた。アフマドは，彼の寵臣で

アッザージャンJazemのカーイドのMafoteを，イブラーヒームの指示に従うよう命令し

てサブー川の地点に残し，フェスに向かった［AA　2：69］。そしてアブー・ハッスーンと

会見し，イブラーヒームが翌日フェスでアブー・ハッスーンと会見することになったが，当

日後者が会見の準備をしている最中，イブラーヒームは，彼やアフマドの兵とフェスで彼に

x
　　シャイフ）の所有していたもの（フェス王国）を息子（アフマド）より先に継承するということ。

　　ポルトガルの読者に対して，ヨーロッパのような長子相続の原則がないことを説明しているので

　　あろう。

27）　1525年アァラジュは，サフィー及びアザンムールの詣揮官らと和平を締結している［SIHM，

　　Portugal　2　：348］e
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合流した兵，合わせて2000騎を率いてフェスの町に入った。そして，シバー門で詰めてい

た王宮防衛の責任者であるサキーファのカーイドに対して，突然アフマドの即位を謬言し，

アブー・ハッスーンの屋敷を急襲した。不意を突かれた彼は抵抗できず，ある部屋に監禁さ

れ，屋敷も女性たちも金て奪われたこAA　2：70］。その後イブラーヒームは外に出て，触

れ役らに「アッラーフがムーレイmアフマド王を支援しますように！」と瞬ばせた。著者に

よれば，アブー・ハッスーンは非常に善良で温和な人物であったのでとても愛されていたが，

誰も逆らえず，アフマドはその日のうちに，新フェスと旧フェスの双方でスルターンの地位

を承認された。そしてアブー・ハッスーンは，解放と引き換えに王国を譲ると常に訴えてい

たが，死ぬまで解放されなかった［AA　2：70－71］。

　このように，アラビア語の諸史料が事件の詳細な経緯には触れず，原因をアブー・ハッ

スーンの人格的な問題に還元し，アフマドの即位の正当性を強調する一方で，ベルナルド・

Uドリゲスは，イブラーヒーム主導の王位纂奪の過程を詳述している。しかしいずれも，ア

フマドの即位を望む集団とフェスの住人のクーデターによってアブー・ハッスーンが強制的

に退位させられ，その後死亡したことは一一致している。そして彼らは，フェスの有力な法学

者たちからの承認により，その行動の正当化を図ったのである。

斑　アフマドの治世初期の政治的混乱

　前章でアブー・ハッスーン廃位の経緯を明らかにしたが，その死については未だ不明な点

が残されている。クッラースィーは，彼が「殺害された」とは述べていないし，ジャンナー

ビーの情報は，伝聞に基づく記述で，確実な証拠とは言えないからである。以下に見ていく

よう1こ，アフマドは即位後，マスウードとともにマラケシュ遠征を行っており　［‘AM：28－

29］，後者が当時の王朝で重要な地位を占めていたことが推測される。そしてアブー・ハッ

スーンは，この遠征と岡時期にきわめて疑わしい状況下で死亡し，その死を巡ってアフマド

とマスウードの対立が表面化する。そして前者を支援したイブラーヒームが，マスウードに

代わり王朝内で重要な地位を占めることになる。

　1　マラケシュ遠征とフ：スの反乱

　この遠征の原困は，GDA：246　v芦247　r，；ROSX：99；102によれば，アァラジュが「アフ

リカの王reyes　de　Affricajの称号を名乗り，シャリーフであることを根拠にアフリカ全て

の領主権を主張したことである。この称号は1527年3月26B付のアラビア語書簡史料から，

ムラービト朝とマリーン朝の君主が称したアミール・アルムスリミーンと推測される28＞。お

28）　マリーン朝霧主の称号については，K：haneboubi　2008二41－47をみよ。この称号は，

　月24日の書簡ではまだ名乗っていない［SIHM，　Portugal　2：367－368；399］。

1526年9
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そらくアァラジュは，イブラーヒームが送った使者の情報からワッタース朝の内紛を知り，

これを自らの威信増大の好機と見たのだろう。そしてタードラーのカーイドmアッタールが

アザンムールの新任司令官ガルスィア・デ・メvに送った書簡によれば，遠征は1526年10

月28日の時点で既に準備されていた。ところが12月11日付の書簡では，アブー・ハッ

スーンが逃亡し，その後逮捕されたと伝えられており［SIRM，　Portugal　2：384　一　388〕29），

しばらく遠征に関する情報は途絶える。そして半年後の1527年6月24日，マスウードより

アザンムールに伝えられた情報では，遠征軍はマラケシュを包囲した。しかしその後，フェ

スで反乱が起きたとの知らせを受けて，アフマドは急遽兵を引き，遠征は失敗に終わった

［S｝HM，　Portugal　2　：　407　一411］o

　このフェスの反乱については，諸史料の記述に幾つかの相違がある。まずAA　2：71－72

によれば，その首謀者は，前王の息子であるアフマド・プン・アビー・ハッスーンで，アフ

マドのマラケシュ遠征中，旧フェスの主だった人々と共謀し30），ある金曜日の朝，騎兵100

を率いて門から進入し，アブー・ハッスーンが監禁されている塔に向かった。しかし彼はサ

キーファのカーイドの抵抗を受け，さらに歩兵を率いていた兄弟のナースィルとの連携に失

敗したため，父を救出できずに逃亡し，ポルトガルの支配するアザンムールに亡命した。そ

してアフマドはフェスに戻るとアブー・ハッスーンを殺害したとされる。ただしこれは，あ

くまで著者が伝え聞いた話であり，「『彼は牢獄で病死した善と言われているが」と断ってい

る。

　他方LF：291－292によれば，反乱は934・H年ramaqan月16日日曜日起きたとされるが，

この日は1528年6月4日で，実際には木曜日にあたるQただ，933か年の同じ日であれば，

1527年6月16日日曜日である。これはちょうど，アフマドがマラケシュを包囲した時期で

あり，依然AAで挙げられた曜日との相違は残るものの，1527年6月半ばの出来事と見て

よいだろう。また，その首謀者らの名前についても相違があり，兵を率いてフェスの町に侵

入したのは，スルターンの従兄弟のアフマドとマスウードとされている。その圏的は，AA

と同じく父親つまりアブー・ハッスーンの解放である。そして彼らは城代むahfaのアフマ

ド・プン・ナースィルと交戦し，弟のマスウードは逮捕され，アフマド・プン・アビー・

ハッスーンは逃亡したとされる。

　この人物の亡命については，ポルトガルの書簡吏料で幾度か嘗及されている。ここでは重

要なものだけを挙げると，彼が1529年6月頃本国へ移動した際（後述），その到着をジョァ

29）　これはジャンナービーの，アブー・ハッスーンは廃位の2ヵ月後拘束されたという情報と合致

　する。ここからアブー・ハッスーンは，LFで伝えられているように1526年10月9日廃位，監

　禁され，その約2ヵ月後逃亡したものの逮捕，再び監禁されたと考えられる。

30）　これは，反乱が成功したとき，アフマドらと同じく，フェスの法学者からの承認を得ることを

　意図していたのではないか。
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ン3世に報告する書簡は，「閣下が彼を厚遇し，彼の涙をその目から拭うことを期待」して，

彼は訪れたと述べる。そして彼が，かってメクネスの支配者だったナースィルや，王朝の草

扇面以来の支援者であるフルト族のある族長の娘を妻にしており，この族長は騎兵2000を保

有し，フェスの多くの土地から彼への支持を獲i得していることを伝える　［SIHM，　Portuga1

2：473　一　474］。またその帰国後の1538年フェスを訪れたポルトガルの使者は，自身のこと

をフェスの王，つまりアフマドは，「そちらにいたムーレイmアフマド，つまり殺されたムー

レイ＝〔アブー・〕ハッスーンの息子とその家族，とりわけ今日では彼〔アフマド〕の非常な

寵臣であるムーレイ＝ナースィルから」知ったと述べている［SlgM，　Portuga13：169］。

　これらの情報を総合すると，アフマドとマスウードによるマラケシ＝遠征は，アブー・

ハッスーンの2人の息子，アフマドとナースィルらの反乱によって失敗に終わった。そして，

遠征軍帰還後アブー・ハッスーンが獄死したため，彼がアフマドの命で殺害されたという噂

が広まったと考えられる。

　2　マスウードの粛清

　前代スルターンの極めて疑わしい状況での死は，アフマドと他の王族たちの関係を緊張さ

せ，特に最回虫王族であるマスウードとの対立を顕在化させた。そして，再びアフマドを支

援したイブラーヒームが，マスウードの排除と粛清の後，王朝最有力者の地位に就くことに

なる。

　ベルナルド・Vドリゲスはこの対立についても，アフマド即位時にその漆漉として言及さ

れたアッザージャンのカーイド漏Mafoteとイブラーヒームの対立や，前者殺害後のワッ

タース朝王族たちの不安と絡めて，詳細に記述している。彼の記述を要約すると，まず上述

のフェスの反乱とアブー・ハッスーンの死が，マスウードに非常に重く圧し掛かった［AA

2：72］。またMafoteは，イブラーヒームに保護を求めたキリスト教徒捕虜を殺害したこ

とから，彼と反目していた［AA　2：75〕。その後アフマドはマスウードを恐れ，イブラー

ic・一ムにフェスへ来ることを求めた◎後者は最初暗殺を恐れて断ったものの，アフマドが繰

り返し要請したため，僅か3人の随員を引き連れてフェスに向かい，アフマドの屋敷に入っ

た。そして2人は，相談の上，マスウードと手紙を交換していたMafoteを殺害し，遺体を

晒した。この出来事にフェスの人々は皆驚き恐れ，特に王族たちは，彼らの誰も生き残るま

いと思った。そして王の好意を得ようとし，誰もがイブラーヒームのことを話題にした。こ

の知らせを受けたマスウードは，王国中の大砲と弾薬が集められていたメクネスの守りを固

め，タードラーやサレのカーイドたちに，アフマドからの攻撃に備えさせた。そして，キリ

スト教徒の捕虜たちに，アフマドとの戦いで彼を支治し勝利を得たら，彼らを解放するか，

人質を返すと約束した。この捕虜は，砲兵やその他専門的な職能を持った将校たちで，マス

ゥードの父ナースィルが，王圏中から集めていた人々だった。この約束に彼らは興奮し，マ

スウードこそフェスの王になるべきだと答え，王に対してしか用いられない言葉で，マス
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ウードを称えた。この知らせばすぐフェスに伝わり，アフマドはすぐにメクネスへ兵を向け

たが，マスウードはイブラーヒームによって説得され，都市の鍵を持ってアフマドの足下に

現れた。そしてアフマドは，マスウードに口付けをすると鍵を返し，フェスに戻った。そし

てイブラーヒームはこの和解によって皆から称賛され31），アフマドの姉妹のアーイシャと結

婚した。一方マスウードは，軽んじられ，王の言いなりである自身の育様を見て，飲酒や悪

習に耽るようになった。そしてフェスで逮捕され，キリスト教徒の捕虜によって絞殺された

が，病死であるとの噂が広められたという。そしてイブラーヒームは，直ちに彼の屋敷と地

位を手に入れ，フェス王国の半分の領主senhor　d’ametade　do　reino　de　F6zとなり，メク

ネス，サレ，タードラーの都市と，その属域の土地と遊牧民双方の領主となり，カーイドた

ちを任命，解任した［AA　2：104－107］。

　著者のここでの記述には，細部においては，やや物語めいた箇所や誇張と思われる箇所が

見られる。とはいえ，Mafote殺害のくだりからは，彼とマスウードがスルターンに対して

他の王族たちを擁護する立場にあったことが窺えるし，メクネスには重火器とそれを操る技

術者が重点的に配備されていたこと，そしてイブラーヒームがマスウードに代わって，著者

の表現を借りれば「王国の半分」を支配する，王朝の最有力者になったことも確かであろう。

　一方クッラースィーは，対立の理由については触れていない。そして，以下のようにマス

ウードの殺害を娩曲に述べ，またアフマドの行為の正当性を強調する。

　　マスウードが自身への宣伝を行い，メクネスで軍隊を率いて蜂起したとき，

　　〔アフマドは〕全ての人々を，ベルベルやフェスの住人さえ引き連れ行軍して向かった

　　ワズィールの手を介し，アミールからの約束を得て，彼と和解した32）

　　彼を伴いフェスに入るや否や投獄し，その後大地に投げ捨てた

　　敵意によってではなく聖血によって，ある夜指令が下された〔‘AM：29〕

　イブン・アルカーディーも，反乱の理由には特に触れず，マスウードが1529年4月25日日

曜日殺害されたと簡潔に述べる［LF：292コ。ところでこの年の6月アフマド・プン・アビー・

ハッスーンがポルトガルに上陸すると，ワッタース朝の側で大問題になったことが知られて

いる　［SIgM，　Portuga12：468　一　469］。上述のように，彼はマスウードの姉妹といわゆる

31）SIHM，　Portugal　2：416の書簡には，1527年秋既に両者が和解していることが記されている。

32）　＄ala章a－hU‘ala　yadi王一waziri　ma‘a　1－mawa套lqi　mina　1一’amiri．　huの長：音響は詩における破

　格語法。校訂者は，ワズィールの箇所に注をつけ，マスウードのことだとしている。確かにクッ

　ラースィーは，イブラーヒームのワズィール就任をこの事件の後に述べているが，それでは誰が

　誰と和解したのかわからない。上述のAAでの記述から考えても，ワズィールがイブラーヒーム，

　アミールがマスウードで，マスウードとアフマドが和解したと理解すべきだろう。この対句より

　8行前の‘AM：28，第11行でも，マスウードはアミールと呼ばれている。　amirの用例は‘AM　17；

　19；20；26；28；29；34；34；35；41に見られ，これらはいずれもワッタース朝の王族を指してい

　ると解釈できる。ただし，この短い韻文の年代記の用例だけから，この時代の称号や職名につい

　て，一般的な結論を出すのは差し控えたい。
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いとこ婚をしており，両者はかなり親密な関係にあったと考えられる。彼がそのマスウード

の殺害直後亡命したことは，単なる偶然とは思われない。むしろ両者は内々に連携しており，

マスウードの死によって自身の復権iが困難になったため亡命したと考えられよう。

　このようにしてアフマドは，有力王族であるマスウードやアブー・ハッスーンの息子たち

の排除に成功し，王族内で自身の立場を確立することに成功した。そしてイブラーヒームは，

最大の功労者であるとともに，スルターンの地位を脅かすことの無い人物として，大きな権

力を与えられた。その統治について，ベルナルド・ロドリゲスは，「イブラーヒームは田舎

者であり，フェス出身ではないので半ば余所者であり，マリーン族王家の系譜にも属してい

なかったが，非常に愛され，彼の統治に不平を言うものはいなかった」と述べている［AA

2：107コ。しかし，実態はより複雑だったと考えられる。何故なら1530年行われたマラケ

シュ遠征では，かってマスウードに仕えていたカーイド同士の対立や，アフマドへの不信感

が表面化し［S田M，Portugal　2：532－533；540　一　541］，マラケシュ近郊のアンマーイ（現

在のスィディ・ラッハール）での和平締結という結果に終わったからである33）。この遠征の

前年冬頃アァラジュはカリフの称号であるアミール・アルムゥミニーンを名乗っている34）。

これはサァド朝の権力がワッタース朝の権i力より上位にあるという主張に他ならない。しか

しワッタース朝は内部対立から，1527年の時以上に重大なこの挑発に対して断固とした措

置を取れず，失敗を繰り返したのである。この時期に関する研究は未だ不十分であり，さり

とてここでそれらを検討していく紙幅はないが，王権が衰退に向かっていく一一それは特

にサァド朝に対する軍事的敗北という形で顕在化する一一この時期の政治的動向を考察す

る上で，イブラーヒームの権力掌握の過程を無視することはできないだろう。

お　わ　り　に　一事件の総括一

　度々示したとおり，ワッタース朝寝3代スルターン＝アブー・ハッスーンの死は，書簡史

料を含む同時代の諸史料に明記されている。このスルターンの復位説は，同名のバーディス

の支配者と混同した後世の歴史家イフラー＝一の誤解から生まれたものであり，それがワッ

タース朝自体への関心の低さから，さしたる批判を受けることもなく通説化したに過ぎな

い35＞。

33）　この遠征はNH　56では1529黛8月とされており，　Le　Tourneau　l953：274はこれに従ってい

　るが，誤り。AA践97－198；‘AM：30；Coold994：177－178も参照。

34）1529年11月25日柑の書簡による£SIHM，　Portugal　2：　495］。

35）　当然ながら，ではこれまで同～人物と山回されてきたバーディスの王のアブー・ハッスーンと

　は何者なのかという問題が，ここで生じるであろう。ワッタース一期のバーディスについて本稿

　で検討する余裕はなかったが，1508隼ヴェネチアとの協定を論じたWansbrough　1962や，サァ

　ド朝によるフェス占領後に関するLa　V6ronne　1978；La　Veronne　1979，港湾都市としての性格／
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　また，アブー・ハッスーン廃位からマスウード粛清までの一連の政争は，各地の有力者や

フェスの法学者らを巻き込んだ，王朝内の2っの集団による主導権争いだったように思われ

る。論者が以前述べたように，ワッ二一ス朝最初期，スルターンの勢力範囲はフェス周辺に

限られていたうえ，フェス王国南部は同じワッタース家の別の党派が支配しており，彼らと

支配権を巡って争わねばならなかった［篠田2009：716－722］。しかし，スルターンとその

近親者たちは，フェス王国北部各地の奮力者たちを交渉から武力による威圧まで様々な手段

を用いて取り込み，ポルトガルに対する防衛体制を構築していった。ブルトゥガーリーの治

世における活発な軍事行動は，この彼らの組織化が結実したものといえよう。その後，この

ようにして形成されたラーシド家を中心とする北部の集団に対し，フェス王国南部への勢力

拡大の結果，その立て役者であるナースィルら有力王族を中心にした南部の集國が形成され

た。彼らは，更なるマグリブ・アクサー南部への勢力拡大のため，重火器を独占的に与えら

れていた。また，アブー・ハッスーンがマラケシュの支配者の地位を約束されていたように，

この地域の支配回復によってその恩恵に大いに与ることが予想された。その一方で北部の集

団は，おそらく人的にも資金的にも負担の大きい対ポルトガル防衛体制の中に押し込められ

たまま，南部への勢力拡大から取り残される可能性があった。

　本稿で論じた1526年の廃位事件は，このような状況に不満を持つ北部の醜態が，やはり

叔父アブー・ハッスーンの即位に不満を持つアフマドを担ぐことで大義名分を得，王朝内で

より有利な立場を得ようとしたものと留ることができよう。そしてイブラーヒームは，有力

王族たちと彼らの力を潮ぎたいスル壁心ンとの対立を利用して，権力の掌握に成功した。し

かしこの事件で表面化した王朝の内部対立を収拾することはできず，王朝は次第に求心力を

喪失，解体していったと論者は考える。

　また，このように既存の王朝の権威と組織を利用して囲らの支配を確立したイブラーヒー

ムに対し，フェスから遠くはなれたスース地方を本拠とするサァド家の人々は，最初はやは

り王朝の権威を借りて自らの地位の強化を試みたものの，その限界を見て，次第に独自の王

権確立を模索していく。そしてワッタース朝の内紛をつく形で，まずアミール・アルムスリ

ミーンを名乗り，次いでカリフの称号を名乗ることでワッタース朝より上位の政治権力であ

ることを主張，対決の姿勢を露わにするとともに，サァド朝カリフ制のスタートを切ったの

である。

　以上の点から，論者は，アブー・ハッスーン廃位事件について，ワッタース朝政治史の転

Xa
　　を論じたL6pez　de　Coca　Castafier　1993といった研究があり，いずれもクールの説に従い，ワッ

　　タース謡曲3代スルターンとバーディスの王を同一人物と看上している。なお最後の研究は，

　　1524年アブー・ハッスーンと呼ばれる人物が既にバーディスの支配者だったことを指摘している。

　　現在本稿の論者は，アラビア語史料が侍無に近いこともあり，この晦の支配者の王朝内部での位

　　置づけを確定することはできていない。今後の課題としたい。
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換点であるとともに，サァド朝，アラウィー朝と続くカリフ綱の伝統の起点としても，重要

な意味を持つと考える。

蘭連政端女年表
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1541

1543

1549

1554

ポルトガル，セウタ占領

ポルトガル，カスル・サギール占領

フェスの反乱でマリーン朝滅亡：，ジューティー家のシャリーフがフェスを支配

ポルトガル，アスィーラとタンジャ占領

ワッタース家のムハンマド・シャイフがフェスに入城して即位し，ワッタース朝を創始

サフィー一，ポルトガル王アフォンソ5世に臣従

ポルトガル王ジョアン2’世即位

アザンムール，ポル5ガル王ジョアン2世に臣従

ラーシド家のアリーがワッタース朝に対して反乱，鎮圧

ポルトガル王マヌエル1世即位

ワッタ・一ス朝スルターン＝ブルトゥガーリー即位

ポルトガル人ジョアン・ロペス・デ・セケイラがサンタ・クルスの砦を築く

ポルトガル，サフィーを武力で占領

サァド家のムハンマド・カーイムがサンタ・クルスを攻撃するも敗退

マヌエル1世がサンタ・クルスの砦を購入
アザンムールを武力で占領

ワッタース朝，ドゥッカーラ地方に4度の遠征（～1518）

ワッタース朝，マァムーラの戦いでポルトガルに勝利

ポルトガル王ジョアン3世即位
マグリブ・アクサーで大規模な果魅，飢簿，疫病（～1522）

サァド家のアァラジュがマラケシュを占領

ワッタース朝スルターンmアブー・ハッスーン（王朝）即位

ワッタース朝スルターン＝アフマド即位

サァド朝スルターン＝アァラジュがアミール・アルムスリミーンを称する

ワッタース朝スルターン＝アフマドとマスウードによるマラケシュ遠征

アブー・ハツスーン（1世）獄死

マスウード粛清

サァド朝スルターン＝アァラジュがアミ・一ル。アルムゥミニーンを称する

サンタ・クルス，サァド朝ムハンマド・シャイフの攻撃に陥落
ポルトガル，サフィーとアザンムールを放棄

サァド朝ムハンマド・シャイフがアァラジュとの内粉に勝利，事実上スルターンに即位

サァ5”朝スルターン＝ムハンマド・シャイフがフェスに入城，ワッタース朝滅亡

ポルトガル，アスィーラとカスル・サギールを放棄（～1550）

アブー・ハッスーン（2世）がフェスを三園，ワッタース朝を再興してスルターンに即位

アブー・ハッス・一ン（2世）戦死，ワッタース朝完全に滅亡
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